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令和６年度 第１１回 教授総会議事概要 

［令和７年３月１９日（水）１４：００～１５：０５］ 

 

 

○ 前回議事概要（案）が承認された。 

 

Ⅰ 報告事項 

１．寄附金受理報告 

配付資料２に基づき、６件の寄附金について、常務委員会の審議の結果、受理された旨報告が 

あった。 

 

２．受託研究受理報告 

配付資料３に基づき、１０件の受託研究について、常務委員会の審議の結果、受理された旨報告 

があった。 

 

３．民間等共同研究受理報告 

配付資料４に基づき、３５件の民間等共同研究について、常務委員会の審議の結果、受理された 

旨報告があった。 

 

４． 人事報告 

（1） 基礎系部門（光・フォトニクス分野）の准教授または講師、情報・エレクトロニクス系部門

（半導体集積回路設計分野）の講師または准教授、機械・生体系部門（海洋フォトニクス分

野）の教授に係る人事について、人事が進行している旨報告があった。 

（2） 物質・環境系部門（構造秩序物質科学分野）の准教授について、３月１９日の人事教授准教

授会で投票が行われる旨報告があった。 

（3） 非鉄金属資源循環工学寄付研究部門の特任講師（兼務）（１名）、芸術創造連携研究機構の教

授（兼務）（１名）及び准教授（兼務）（２名）、物質・環境系部門講師のクロス・アポイン

トメント（大阪大学蛋白研究所特任講師）（１名）について、３月５日（水）の常務委員会

で承認された旨報告があった。 

（4） 大規模実験高度解析推進基盤の基盤長（兼務）、価値創造デザイン推進基盤の基盤長（兼務）

及び副基盤長（兼務）（１名）、革新的シミュレーション研究センターのセンター長（兼務）

及び副センター長（兼務）（１名）、持続型材料エネルギーインテグレーション研究センター

の副センター長（兼務）（１名）について、３月１９日（水）の常務委員会で承認された旨

報告があった。 

 

 ５．インターンシップ支援制度ガイドラインの改定について 

池内国際・産学連携室次長から、配付資料５に基づき、インターンシップ支援制度ガイドライ 

ンの改定について、報告があった。 

 

６．岡崎市との長時間洪水予測技術を用いた災害対策の推進に関する協定書の締結について 

芳村教授から、配付資料６に基づき、岡崎市との長時間洪水予測技術を用いた災害対策の推進 

に関する協定書の締結について、報告があった。 
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７．所内センターの期間満了に伴う活動報告について 

大口次世代モビリティ研究センター長から、配付資料７に基づき、所内センターの期間満了に 

伴い、これまでの活動について、報告があった。 

 

８．UTokyo-IIS Research Collaboration Initiative Award 2024 審査結果について 

坂本国際・産学連携室員から、配付資料８に基づき、UTokyo-IIS Research Collaboration 

Initiative Award 2024 の審査結果について、報告があった。 

 

Ⅱ 審議事項 

 １．寄付研究部門の変更について 

   配付資料９に基づき、寄付研究部門の変更について、説明があり、審議の結果、承認された。 

 

 ２．東京大学生産技術研究所附属ハーモニック・モビリティ研究センター規則の制定について 

   中野教授から、配付資料１０に基づき、東京大学生産技術研究所附属ハーモニック・モビリ 

   ティ研究センター規則の制定について、説明があり、審議の結果、承認された。 

 

Ⅲ 内外情勢報告 

１． 研究科長・学部長・研究所長合同会議（３／４、３／１１） 

配付資料１１、１２に基づき、研究科長・学部長・研究所長合同会議について、報告があっ 

た。 

 

Ⅳ その他 

１．東京都市大学との学術連携に基づく特別講義の講師募集について 

梶原リサーチ・マネジメント・オフィス次長から、東京都市大学との学術連携に基づく特別講義

の講師募集について、説明があった。 

２．2025 年度情報セキュリティ教育の実施について 

新野部局 CISO から、配付資料１３に基づき、2025 年度情報セキュリティ教育の実施について、 

受講するよう説明があった。 

３．事故・ヒヤリハット報告 

砂田環境安全管理室員から、配付資料１４に基づき、令和７年１月～３月の事故・ヒヤリ 

ハットについて、 報告があった。 

４．所内における火災・事件・事故等の相談窓口について 

鈴木総務課長から、配付資料１５に基づき、所内における火災・事件・事故等の相談窓口につ 

いて、案内があった。 

 

 

以 上 


